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撮影場所／東方（木浦木市有林）

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
旧
年
中
は
市
政
運
営
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
、
今
ま
で
と
は
違

っ
た
形
や
思
い
で
新
年
を
迎
え
ら
れ

た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
１

月
に
国
内
初
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
、
世
界
各

国
が
感
染
症
対
策
を
強
い
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
、社
会
が
一
変
し
ま
し
た
。

　

３
月
に
は
、
政
府
に
よ
る
学
校
の

一
斉
臨
時
休
業
の
要
請
、
春
の
選
抜

高
等
学
校
野
球
大
会
の
中
止
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
延
期
、
さ
ら
に
、
全
都
道
府
県
に

緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
自
粛
要
請
の
中

で
過
ご
す
な
ど
、
日
本
全
体
が
こ
れ

ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
未
曾

有
の
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
市
で
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
感
染
防
止
対
策
の
徹
底
に
よ
り

感
染
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
感
染
さ
れ
た
方
に
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
と
感
染
者
の
人

権
へ
の
配
慮
に
重
ね
て
感
謝
い
た
し

ま
す
。

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
、
子
ど
も

た
ち
は
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
の
全
国
大

会
・
地
方
大
会
が
中
止
と
な
る
な
ど
、

悔
し
い
思
い
を
し
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
日
常
生
活
の
制
限

や
イ
ベ
ン
ト
等
の
中
止
・
延
期
は
、

市
民
生
活
の
み
な
ら
ず
飲
食
店
や
市

内
事
業
者
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の

中
で
、
医
療
・
介
護
従
事
者
の
皆
さ

ま
に
は
、
常
に
高
い
緊
張
感
を
も
っ

て
業
務
を
継
続
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
そ
の
ご
苦
労
は
察
す
る
に
余
り

あ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
な
お
終
息
の
め
ど
が
立
た
な

い
状
況
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
引
き

続
き
市
民
の
皆
さ
ま
に
寄
り
添
い
な

が
ら
、
行
政
・
市
議
会
・
関
係
団
体

が
一
体
と
な
っ
て
迅
速
か
つ
的
確
に

対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

９
月
に
は
、
大
型
で
非
常
に
強
い

台
風
10
号
が
接
近
し
ま
し
た
が
、
昨

年
全
世
帯
に
配
付
し
た
防
災
ラ
ジ
オ

で
随
時
情
報
を
お
伝
え
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
効
果
や
消
防
団
員
の
皆
さ

ま
の
ご
協
力
も
あ
り
、
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ま
を
避
難
所
へ
ス
ム
ー
ズ
に

誘
導
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

幸
い
に
し
て
人
命
に
関
わ
る
よ
う

な
大
き
な
被
害
は
発
生
し
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
大
き
な
災
害
は
い
つ
ど
こ

で
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
こ
と
を

改
め
て
実
感
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
も
日
ご
ろ
か

ら
災
害
へ
の
備
え
を
徹
底
し
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
今
後
も
よ
り
一
層

の
防
災
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

11
月
に
は
「
こ
ば
や
し
健
幸
ポ
イ

ン
ト
事
業
」
を
開
始
し
、
６
５
０
人

を
越
え
る
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
本
市
は
「
市
民
が

笑
顔
に
な
れ
る
小
林
市
」
を
目
指
し

て
お
り
、
笑
顔
で
い
る
に
は
、
ま
ず

健
康
で
あ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
私
自
身
も
目
標

を
決
め
、
毎
日
「
歩
く
」
こ
と
を
意

識
し
て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
健
康
で

幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

「
健
幸
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
さ
ら
に

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

12
月
に
は
、
本
市
で
も
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
ま
し
た
。
発

生
農
場
を
含
め
関
係
者
が
防
疫
対
策

を
徹
底
す
る
中
で
の
発
生
に
は
驚
き

を
隠
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
関
係
者

の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
対
応
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
機
関
の
皆

さ
ま
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
、
丑う

し

年
で
す
。
日
本
一

の
宮
崎
牛
の
一
大
産
地
で
あ
る
小
林

市
の
年
と
も
言
え
ま
す
。
本
市
の
基

幹
産
業
で
あ
る
農
畜
産
業
も
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
大
き
な
影
響
を
受
け
て

お
り
ま
す
。
農
畜
産
業
の
維
持
・
発

展
の
た
め
に
、
商
工
団
体
や
関
係
機

関
と
の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
、
対
策

を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
も
、

農
畜
産
業
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め

に
、
積
極
的
に
市
産
農
畜
産
物
を
消

費
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
コ
ロ

ナ
禍
で
帰
省
を
控
え
て
お
ら
れ
る
ご

親
族
や
日
頃
か
ら
本
市
を
応
援
し
て

く
だ
さ
る
市
外
在
住
者
の
方
々
に
市

産
農
畜
産
物
の
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

新
し
い
様
式
で
の
生
活
は
、
ま
だ

し
ば
ら
く
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
が
、
他
国
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始

ま
る
な
ど
、
明
る
い
兆
し
も
ご
ざ
い

ま
す
。
未
来
に
希
望
を
持
ち
、
健
康

を
第
一
に
、
こ
の
難
局
を
み
ん
な
で 

“
て
な
ん
で
”
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

ど
う
ぞ
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て

素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と

を
祈
念
し
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

令和 3 年 新春のごあいさつ

謹賀 新年
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◆審査員長　小林市長　宮原義久
◆特別審査員　寺門ジモンさん（タレント）、田辺晋太郎さん（肉マイスター）、原田英男さん（宮崎こばやし熱中
小学校長）、入佐美昭さん（ＪＡこばやし組合長）、山田真司さん（市畜産振興会理事長）、友安よーいちさん（漫画家）

〈
寺
門
ジ
モ
ン
賞
〉

〈
肉
マ
イ
ス
タ
ー
賞
〉

〈
宮
崎
こ
ば
や
し
熱
中
小
学
校
長
賞
〉

〈
Ｊ
Ａ
こ
ば
や
し
組
合
長
賞
〉

〈
小
林
市
畜
産
振
興
会
理
事
長
賞
〉

　皆さんの大切な記念日に、宮
崎牛を共にしていただいている
ことが、とても嬉しい一句でし
た。リズム感のよいダジャレも
効いていて、とても楽しくよま
せていただきました。 ぜひ、「あ
なたのギュウ！」も大切にして
いただければと思います。

\ 宮原市長のコメント /

グ
ラ
ン
プ
リ

　

グ
ラ
ン
プ
リ
は
５
つ
の
部
門
（
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
部
門
・
川
柳
部
門
・
奇
跡
の

１い

い

に

く

１
２
９
部
門
・
第
３
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
部

門
・
フ
リ
ー
部
門
）
全
て
の
応
募
作
品
の

中
か
ら
総
合
的
に
審
査
し
、
次
の
川
柳
作

品
に
決
定
し
ま
し
た
。

　新型コロナウイルス感染症により、消費の落ち込んでいる畜産業のＰＲを目的とした、いい肉のまち小林
プロジェクト。その第２弾として昨年８月～ 11 月に募集した「宮崎牛 1 頭争奪！いい肉グランプリ」には
３１１４件の応募があり、審査員による厳正なる審査を経てグランプリなど各賞が決定しました。受賞者には、
副賞として宮崎牛 1 頭分の牛肉を贈呈しました。

「
て
な
ん
ど
小
林
」

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

　「奇跡の１１２９部門」
や「フリー部門」にも、
多くの個性豊かな作品の
応募がありました。
　「てなんど小林」ホー
ムページでは各部門の入
賞者や審査員の講評など
を掲載しています。 銀

賞

「すきモ～」
ペンネーム

繭籠りと喫茶店

銅
賞

「完熟マンモ～」
ペンネーム

さぬきうどん

「うれしい贈り物１」
ペンネーム　おつきさん

金
賞

「肉だ～！！」
ペンネーム えみそん

銀
賞

「僕も食べたい」
ペンネーム　きなこ棒たおし

銀
賞

銅
賞

ペンネーム かななミート

「生肉食べちゃだめ～～！
見てられないよ～！」

金
賞

「たのモ～」
ペンネーム：ＺＵＫＫＹ

牛は体が資本！とし
て鍛錬を毎日欠かさ
ない。「体を鍛えれ
ばどんな病でも吹き
飛ぶ」と本気で思っ
ている。意外と子ど
も好きだが、いつも
顔が怖いと言われる
のをこっそり気にし
ている。
口ぐせは「たのもー！」

結 果 表発
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　11 月 22 日、市内在住
の外国人市民を対象と
した日本語プレ教室を
開催しました。地域活動
や交流促進を目的とし
たモデル事業。市内在住の日本語教師が、市内で
働く技能実習生に語学だけでなく、「小林市」で
生活するうえで必要な情報などを授業しました。

Ｔopicsこばやし
トピックス

　11 月 21 日、 小 林 高
校で小学生とその保護
者を対象としたオープ
ンスクール（体験入学）
が行われました。早い
段階で地元高校の特徴を知ってもらいたいと企
画。小学生だけでなく、保護者も高校生と座談会
を行うなど、高校への理解を深めました。

小学生対象のオープンスクール

　11 月 25 日、小林法人
会女性部会（平

ひ ら ば る

原松
ま つ こ

子
会長）が宮原市長と意
見 交 換 を 行 い ま し た。
市長が市の財政状況や
重点事業の説明を行った後、観光・防災・子育て
支援などの分野について、地域産業に関わる女性
目線としての意見を市長と交わしました。

法人会女性部が市長と意見を交わす
　11 月 18 日、小林市教
育フォーラムが開催さ
れました。感染症対策
として、初めてオンラ
インで開催。市内教職
員、市議会議員、市教育委員が参加し、タブレッ
ト PC を活用した効果的な授業方法などについて
専門家の講義などを受講しました。

ICT を活用した新しい授業方法を学ぶ初開催！日本語と生活情報の授業

　11 月 24 日、高鍋信用
金庫（板

い た が き

垣衛
まもる

理事長）が
新しい支店の竣工記念と
して、市に車いす５台を
寄贈しました。寄贈に際
し板垣理事長は「これからも地域の皆さまの生活改
善のお手伝いをしていきたい」と述べました。車い
すは市役所各庁舎に配置し、活用されます。

　11 月 26 日、 小 林 ラ
イオンズクラブ（梅

う め も と

本
孝
た か し

司会長）が市内全て
の小・中学校にほうき
などの環境美化用品を
寄贈しました。昭和 53 年から続けている取り組
み。梅本会長は「子どもたちが環境をきれいにし、
心が育つよう役立てて欲しい」と話しました。

子どもたちの健全な成長を願って 新店舗開店を記念し車いすを寄贈
　11 月 15 日、山中営農
研修館ほかで細野３区
認知症見守り声かけ訓
練が行われました。地
域住民をはじめ、まち
づくり協議会、消防団員など 74 人が参加。一人
で歩く認知症高齢者役に優しく声をかけ、地域で
支えることの必要性などを学びました。

認知症の人を地域で支えるために

　11 月 3 日、秋の叙勲・
褒章 が発表され、淵

ふ ち が み

上
貞
さ だ つ ぐ

継さんが旭日双光章
を受章しました。淵上さ
んは野尻町議会と小林
市議会で議員を 16 年務め、町と市の発展に貢献。
また、メロン栽培に早期に取り組み、地域農業の
振興に貢献したことが認められての受章です。

令和２年秋の叙勲・褒章

今年もイルミネーションが点灯
　11 月 23 日、「こばやし冬まつり 2020」として、
小林駅周辺のイルミネーションが点灯しました。作
成した同実行委員会と小林秀峰高校自動車部など関
係者のもと点灯式が行われました。また、11 月 29
日からは野尻地区のイルミネーションも点灯。10
年以上にわたり、地域住民の手で作られる灯りが国
道 268 号線沿いを明るく照らしました。

【期間・点灯時間】
小林（駅南公園）１月８日（金曜）まで、17 時
30 分～ 21 時野尻（国道 268 号線沿い）１月９
日（土曜）まで 17 時 30 分～ 23 時

企業版ふるさと納税制度を活用し
株式会社内田洋行が寄付
　11 月 24 日、情報システムやオフィス構築を手
がける株式会社内田洋行（大

お お く ぼ

久保昇
のぼる

代表取締役
社長）が市に 100 万円を寄付しました。同社顧問
の堀

ほ っ た

田一
か ず ふ

芙氏が一般社団法人熱中学園の代表理事
を務めていることが縁で寄付に至ったもので、い
ただいた寄付金は宮崎こばやし熱中小学校の活動
の支援に充てられます。

いただいた寄付は、東京一極集中を是正するための地方での人材育成の取り
組みを加速させるための活動に使われます

調理科３年の高
た か は し

橋美
み す ず

鈴さんは、「一つひとつに心を込めました。３年間学ん
だ成果をみなさんに味わってもらえてうれしいです」と話していました

小林西高校生が３年間の成果を
恩師の先生や保護者に披露
　12 月２日、小林西高校で調理科３年生による
学習成果発表会および試食会が開催されました。
毎年夏に開催している「高校生三ツ星レストラン」
がコロナ禍の影響で中止になった代わりに、学習
の成果を披露する場として計画。日本料理や西洋
料理などを振る舞い、中学時代の恩師や保護者に
３年間磨いた腕前を披露しました。
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Ｔopicsこばやし
トピックス

　12 月 16 日、小林まち
づ く り ㈱ が ㈱ ANA 総
合研究所と共同で行う、
新たな滞在型観光事業
の第１回実行委員会が
開催されました。生駒高原を活用したワ―ケー
ション（仕事と休暇を両立させる新しい働き方）
事業について、関係者が事業内容を協議しました。

観光と組み合わせた働き方を提案
　12 月５日、NPO 法人
赤とんぼ（山

や ま ぐ ち

口義
よ し て る

輝理
事長）が環境美化活動
を行いました。同団体
が年２回ほど実施して
いるもので、この日は同職員 35 人が参加。国道
から清掃工場までの市道沿い約１㌔の草刈りやご
み拾いなど環境整備を行いました。

市道沿いを丁寧に清掃

　11 月 27 日、 霧 島 ジ
オパーク講演会が文化
会館で開催されました。
伊豆半島ジオパーク専
任研究員の新

に い な

名阿
あ つ こ

津子
さんを講師に迎え、認定から 10 年がたつ霧島ジ
オパークのあり方や資源の活用、外から見た霧島
ジオパークの魅力について講演がありました。

認定 10 周年の霧島ジオを見直す

　

小
林
市
の
緑
豊
か
で
広
大
な
自

然
環
境
を
「
水
源
の
森
」
と
し
て

守
り
育
て
、
次
の
世
代
へ
と
受
け

継
い
で
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
植
樹
祭
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時

　

２
月
６
日
（
土
曜
）

　

９
時
30
分
～
12
時

◆
集
合
場
所

　

三
ケ
野
山
地
区
体
育
館

※
バ
ス
で
植
樹
会
場
（
三
ケ
野
山

字
柿
川
内
）
に
移
動
し
ま
す

◆
準
備
す
る
も
の

　

雨
具
、
タ
オ
ル

※
作
業
用
具
（
ク
ワ
、
軍
手
）
と

飲
み
物
は
主
催
者
が
準
備

◆
服
装

　

作
業
が
で
き
る
服
装
、
動
き
や

す
い
靴
で
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
方
法

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ハ
ガ
キ
、
電
子

メ
ー
ル

※
「
植
樹
祭
参
加
希
望
」
と
明
記

の
う
え
、
①
代
表
者
住
所
、
②
代

表
者
お
よ
び
参
加
者
全
員
の
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
③
年
齢
、
④
電
話

番
号
を
記
入

※
応
募
者
に
は
後
日
案
内
状
送
付

◆
定
員　

１
０
０
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選

●
申
・
問
・
農
業
振
興
課

　

℡
23
‐
０
３
３
３

　
　

23
‐
０
３
３
４

　
　

k_nouson@

　
　
　

city.kobayashi.lg.jp

　

〒
８
８
６
‐
８
５
０
１

　

小
林
市
細
野
３
０
０
番
地

　

親
子
で
楽
し
め
る
「
ふ
れ
あ
い

映
画
祭
」
を
、
例
年
は
８
月
の
人

権
啓
発
強
調
月
間
に
合
わ
せ
て
開

催
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
冬

に
開
催
し
ま
す
。
家
族
や
友
達
と

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
入
場

料
は
無
料
で
す
が
、
検
温
や
マ
ス

ク
の
着
用
、
会
場
で
の
消
毒
に
ご

協
力
の
う
え
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　

１
月
24
日
（
日
曜
）

　

13
時
30
分
～
（
2
時
間
程
度
）

※
開
場　

13
時
～

◆
場
所

　

市
文
化
会
館
（
大
ホ
ー
ル
）

◆
対
象

　

ど
な
た
で
も
参
加
可
能
で
す
。

◆
入
場
料　

無
料

◆
上
映
作
品

①
「
む
し
む
し
村
の
仲
間
た
ち　

み
ん
な
い
い
と
こ
あ
る
ん
だ
よ
」

（
13
分
）

②
「
す
み
っ
コ
ぐ
ら
し　

と
び
だ

す
絵
本
と
ひ
み
つ
の
コ
」（
65
分
）

◆
そ
の
他

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要

◆
注
意
事
項

・
悪
天
候
な
ど
に
よ
り
中
止
の
場

合
が
あ
り
ま
す
。

・
ホ
ー
ル
内
で
の
飲
食
は
で
き
ま

せ
ん
。

・
感
染
防
止
の
た
め
、
座
席
は
間

隔
を
と
っ
て
の
ご
利
用
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
・
市
民
課

　

℡
23
‐
１
１
４
１

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
を
歌
お
う
♪
講
座

　

昭
和
の
懐
か
し
さ
を
感
じ
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　
（
全
２
回
・
各
火
曜
）

　

２
月
９
日
、
３
月
９
日

　

13
時
30
分
～
15
時

▼
場
所

　

須
木
総
合
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費　

無
料

▼
定
員　

12
人

▼
申
込
期
限　

１
月
25
日（
月
曜
）

樹
木
の
接
ぎ
木
・
枝
作
り
講
座

　

果
樹
、
樹
木
の
接
ぎ
木
を
増
殖

し
た
い
人
、
自
分
で
接
ぎ
木
し
た

植
物
が
生
長
す
る
感
動
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
日
時

　

２
月
26
日
（
金
曜
）

　

13
時
30
分
～
15
時

▼
場
所

　

須
木
総
合
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費　

無
料

※
材
料
費
別
途
必
要

▼
定
員　

13
人

▼
申
込
期
限　

２
月
10
日（
水
曜
）

共
通
事
項

▼
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
の
人

▼
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
窓
口

▼
受
付
時
間

　

月
曜
～
金
曜
の
９
時
～
17
時

※
祝
日
を
除
く

▼
そ
の
他

・
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
申
・
問
・
教
育
部
須
木
分
室

　

℡
48
‐
２
２
６
６

　

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

な
ど
で
作
ら
れ
た
製
品
を
展
示
・

販
売
し
、
障
が
い
に
つ
い
て
の
理

解
促
進
を
図
る
た
め
、
福
祉
し
ょ

っ
ぷ
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
来
場

く
だ
さ
い
。

◆
日
程

　

１
月
21
日
（
木
曜
）

　

10
時
～
13
時

※
商
品
が
売
り
切
れ
次
第
終
了

◆
場
所　

市
役
所
本
館

　
（
１
階
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
）

◆
展
示
・
販
売
商
品

　

ク
ッ
キ
ー
、
パ
ン
、
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
、
季
節
の
野
菜
・
果
物
、
加

工
食
品
、
手
工
芸
品
、
木
工
品
な

ど●
問
・
福
祉
課

　

℡
23
‐
０
１
１
１

募　

集

【ご注意ください！】新型コロナウイルス感染症の状況によって、　　記載の催しなどが中止・延期の場合があります。詳しくは各問合せ先に確認ください。

植
樹
祭
の
参
加
者
募
集

親
子
で
楽
し
め
る
ふ
れ

あ
い
映
画
祭

第
39
回
福
祉
し
ょ
っ
ぷ

Ｅ
ｍ
ｉ
‐
Ａ
ｓ
ｕ

保
健
・
福
祉

講
座
・
催
し

Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ２０２１年　１　月１日号

FaxMail

各
講
座
の
受
講
生
募
集

須
木
生
涯
学
習
講
座

　12 月 11 日、小林交通
安全協会堤分会（小

お が わ

川
泉
いずみ

会長）が市にカーブ
ミラー１基を寄贈しま
した。このカーブミラー
は小林交通安全協会堤分会への地域住民の協力金
の一部を充てたもので、地域の安全確保のため、
今後要望があった場所に設置される予定です。

地域の安全のためにカーブミラー寄贈

ICT を活用した先進技術の普及を推進
NTT 西日本・西部電気工業㈱と連携
　12 月 14 日、市は NTT 西日本宮崎支店（桒

く わ は た

畑
秀
ひ で や

哉支店長）と西部電気工業株式会社（熊
く ま も と

本敏
と し ひ こ

彦
代表取締役社長）との間に、「第２期小林市にお
ける情報化に関する連携協定」を締結しました。
今後、第２期てなんど小林総合戦略の実現のため、
ICT の活用や地域活性化施策実現に向けた先進
技術・サービスの推進に向けて連携していきます。

第１期協定では、City Wi-Fi の構築や光ファイバー網整備などを推進。第
2 期協定では、情報基盤の更なる充実と効果的な利活用を目指します

前田代表は、「コロナ禍のなかでも計画どおりに事業を進めることができた。
今後も市民に身近な電力の会社として飛躍していきたい」と話していました

事業収益を市民生活の向上へ
グリーンシティこばやし㈱が寄付
　12 月 15 日、電気の小売り販売を行うグリーン
シティこばやし株式会社（前

ま え だ

田喜
よ し て る

輝代表取締役）
が市に 1200 万円を寄付しました。同社には小林
市も出資しており、事業で得られた収益は市民生
活の向上につながる公益的な事業に使うことと
なっています。今回いただいた寄付は、コミュニ
ティバスの更新費用に充てられる予定です。
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火災・救急発生状況
種別

－５建物 ０ 10

　－６林野 ０ １

　＋２車両 ０ ２

　－４その他 １ ８

救急 159 1822 － 102

昨年累計11 月

交通事故発生状況

人身

物損

死者

負傷者

全国死者

20 192

74 805

１ ２

21 223

2541 （昨年同月比　－ 318）

－ 59

－ 116

－ 67

－ 1

種別 昨年累計11 月

人のうごき（小林市の人口）

19，613 世帯

人口
男

女

43，226 人
20，003 人

23，223 人

（－ 15、－ 78）

（－ 33、－ 729）
（－ 7、－ 311）

（－ 26、－ 418）

令和２年 12 月１日現在現住人口　　　　　　　（前月比、前年同月比）
現住人口：国勢調査人口（実際に居住している人口）を元に、その後の
転入・転出、出生・死亡などを増減して算出する人口。
※平成 28 年 10 月 26 日に公表された「平成 27 年国勢調査確定値」を反映

２０２１年　１　月１日号Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ

【ご注意ください！】新型コロナウイルス感染症の状況によって、　　記載の催しなどが中止・延期の場合があります。詳しくは各問合せ先に確認ください。

Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ２０２１年　１　月１日号

　

市
で
は
、
不
特
定
多
数
の
接
客

を
伴
う
事
業
者
（
対
象
業
種
の
指

定
あ
り
）
に
対
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
の
た
め
の

環
境
整
備
に
係
る
経
費（
マ
ス
ク
、

手
指
消
毒
用
消
毒
液
な
ど
）
に
つ

い
て
１
事
業
者
に
つ
き
、
１
回
限

り
最
大
10
万
円
の
補
助
を
し
て
い

ま
す
。
対
象
の
事
業
者
は
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
感
染
防
止
対
策
に
活

用
く
だ
さ
い
。

※
対
象
と
な
る
業
種
や
経
費
な
ど

の
詳
し
い
内
容
は
、
商
工
観
光
課

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

◆
申
請
受
付
期
間

　

令
和
２
年
８
月
４
日
（
火
曜
）

か
ら
随
時
受
付
中

※
予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了

◆
申
請
方
法

　

商
工
観
光
課
窓
口
に
必
要
書
類

を
提
出

●
申
・
問

・
商
工
観
光
課

　

℡
23
‐
１
１
７
４

　

市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
、
売
上
高
の

減
少
に
よ
り
、
大
き
な
影
響
を
受

け
て
い
る
事
業
者
の
う
ち
、
国
の

持
続
化
給
付
金
の
対
象
か
ら
外
れ

る
事
業
者
（
前
年
同
月
比
で
売
上

高
が
３
割
以
上
５
割
未
満
減
少
）

を
対
象
に
事
業
継
続
給
付
金
を
支

給
し
て
い
ま
す
。
対
象
の
事
業
者

は
早
め
に
申
請
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、国
の
持
続
化
給
付
金（
前

年
同
月
比
で
売
上
高
が
５
割
以
上

減
少
）
を
受
給
者
や
、
申
請
を
予

定
し
て
い
る
人
は
申
請
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

◆
申
請
受
付
期
限

　

令
和
２
年
５
月
28
日
（
木
曜
）

　

～
令
和
３
年
１
月
29
日（
金
曜
）

◆
申
請
方
法

　

商
工
観
光
課
窓
口
に
必
要
書
類

を
提
出

●
申
・
問

・
商
工
観
光
課

　

℡
23
‐
１
１
７
４

　

障
害
者
差
別
解
消
法
の
正
し
い

理
解
と
合
理
的
配
慮
に
つ
い
て
解

説
し
ま
す
。

◆
開
催
日
時

　

２
月
３
日
（
水
曜
）

　

13
時
30
分
～
15
時

◆
場
所

　

Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
小
林

※
２
階
交
流
ス
ペ
ー
ス

◆
講
師　

田
畑
寿
明 

氏

（Socialw
ork

ら
ぼ
代
表
）

◆
定
員　

30
人
（
※
先
着
）

◆
入
場
料　

無
料

◆
申
込
方
法

　

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
、
郵
送

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
・
問

・
県
障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン

タ
ー

　

℡
０
９
８
５
‐
26
‐
２
９
５
０

　
　

０
９
８
５
‐
55
‐
０
２
５
８

　
　

ksy0600@
dune.ocn.ne.jp

　

〒
８
８
０
‐
０
０
０
７

　

宮
崎
市
原
町
２
番
22
号

　

求
職
者
が
、
職
業
に
必
須
な
知

識
・
技
能
を
習
得
し
、
早
期
就
職

を
促
進
す
る
た
め
の
訓
練
で
す
。

◆
訓
練
期
間
（
４
か
月
間
）

　

３
月
29
日
（
月
曜
）

　

～
７
月
28
日
（
水
曜
）

◆
場
所

　

小
林
高
等
職
業
訓
練
校

◆
募
集
期
間

　

３
月
４
日
（
木
曜
）
ま
で

◆
定
員　

15
人

◆
参
加
費　

テ
キ
ス
ト
代
５
９
９
５
円（
税
込
）

※
資
格
取
得
（
任
意
受
験
）
の
費

用
は
自
己
負
担

◆
そ
の
他

　

訓
練
内
容
・
申
込
方
法
な
ど
の

詳
細
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問

・
小
林
高
等
職
業
訓
練
校

　

℡
23
‐
６
８
０
０

●
申

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
林

　

℡
23
‐
２
１
７
１

　

外
国
人
雇
用
を
検
討
し
て
い
る

県
内
企
業
の
担
当
者
な
ど
を
対
象

に
、
外
国
人
雇
用
に
関
す
る
制
度

の
説
明
や
就
労
ビ
ザ
等
の
手
続
き

に
関
す
る
相
談
、
事
例
紹
介
な
ど

を
行
う
個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。

◆
開
催
日
時

　

１
月
20
日
（
水
曜
）

　

13
時
～
16
時

◆
場
所

　

小
林
市
役
所
（
第
１
会
議
室
）

◆
相
談
体
制

　

宮
崎
県
行
政
書
士
会
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

※
消
毒
、
飛
沫
防
止
パ
ネ
ル
設
置

な
ど
、
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
て

実
施
し
ま
す
。

◆
参
加
料　

無
料

◆
申
込
方
法

　

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
宮
崎
県
行

政
書
士
会
へ
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

※「
宮
崎
県
外
国
人
雇
用
相
談
会
」

で
検
索

●
問
・
申

・
宮
崎
県
行
政
書
士
会

　

℡
０
９
８
５
‐
24
‐
４
３
５
６

　

企
業
規
模
や
業
種
・
業
態
な

ど
に
関
係
な
く
、
必
要
と
す
る
知

識
・
ス
キ
ル
の
習
得
を
目
指
す
内

容
。
就
活
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の

た
め
に
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
第
87
回
リ
テ
ー
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
（
販
売
士
）】

◆
検
定
級　

２
級
、
３
級

◆
申
込
期
間

　

１
月
12
日
（
火
曜
）

　

～
１
月
26
日
（
火
曜
）

◆
受
験
料

・
２
級
５
７
７
０
円

・
３
級
４
２
０
０
円

◆
試
験
日　

２
月
17
日
（
水
曜
）

【
第
１
５
７
回
簿
記
検
定
】

◆
検
定
級　

２
級
、
３
級

◆
申
込
期
間

　

１
月
14
日
（
木
曜
）

　

～
１
月
29
日
（
金
曜
）

◆
受
験
料

・
２
級
４
７
２
０
円

・
３
級
２
８
５
０
円

◆
試
験
日　

２
月
28
日
（
日
曜
）

●
申
・
問

・
小
林
商
工
会
議
所

　

℡
23
‐
４
１
２
１

　

宮
崎
地
方
法
務
局
お
よ
び
県
司

法
書
士
会
で
は
、
不
動
産
の
相
続

登
記
、
会
社
・
法
人
の
登
記
、
成

年
後
見
な
ど
に
関
す
る
無
料
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時

　

２
月
７
日
（
日
曜
）

　

10
時
～
15
時

◆
場
所

・
宮
崎
地
区

　

宮
崎
県
立
図
書
館

・
都
城
地
区

　

都
城
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル

◆
申
込
方
法

　

電
話
で
予
約
申
込

※
事
前
予
約
が
必
要

◆
受
付
期
間

　

１
月
４
日
（
月
曜
）

　

～
１
月
29
日
（
金
曜
）

◆
そ
の
他

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
対
策
を
と
っ
て
司
法
書
士
が
無

料
で
相
談
を
受
け
ま
す
が
、
発
熱

や
咳
な
ど
体
調
不
良
の
人
に
つ
い

て
は
相
談
を
お
断
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

●
申
・
問

・
宮
崎
県
司
法
書
士
会

　

℡
０
９
８
５
‐
28
‐
８
５
３
８

案　

内

外
国
人
雇
用
に
関
す
る

個
別
相
談
会

障
が
い
者
差
別
解
消
法

を
理
解
す
る
研
修
会

FaxMail

求
職
者
支
援
訓
練
「
仕

事
に
役
立
つ
パ
ソ
コ
ン

基
礎
科
」
受
講
生
募
集

日
本
商
工
会
議
所
検
定

試
験
受
験
生
募
集

そ　

の　

他

県
下
一
斉
無
料
相
談
会

を
開
催

感
染
症
防
止
対
策
の
経

費
を
補
助
し
て
い
ま
す

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連

市
事
業
継
続
応
援
給
付

金
の
申
請
を
受
付
中

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連

  
パブリック・
コメント結果

「
小
林
市
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
（
案
）」

◆
募
集
期
間　

令
和
２
年
11
月
２
日（
月
曜
）～
12
月
２
日（
水
曜
）

◆
寄
せ
ら
れ
た
意
見　

０
件

●
問
・
危
機
管
理
課　

℡
23
‐
１
１
７
５

　

意
見
を
募
集
し
て
い
た
計
画
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
結
果
を

公
表
し
ま
す
。

  

生駒高原を活用した観光イベントの参加者を募集
①星空のセッションと星にまつわる朗読会
　星のソムリエによる「星空セッション」と、
地元アナウンサーによる朗読会。
◆日時　２月５日（金曜）　19 時 30 分～ 21 時
◆場所　生駒高原（コスモホール）
◆定員　30 人
◆参加費　１人 1,000 円
◆その他　雨天中止
②市の特産品を使用したスイーツ作り体験
　きんかんなどを使用した冷製スイーツと焼
き菓子の２品を予定。
◆日時　２月６日（土曜）　14 時～ 16 時
◆場所　生駒 BESE（南西方 7750 番地）
◆定員　８人
◆参加費　１人 2,000 円

③音楽鑑賞とワインｂａｒ
　地元ジャズシンガーによる生駒高原での音
楽鑑賞会。ワインとともに生駒高原でのナイ
トタイムをお楽しみください。
◆日時　２月６日（土曜）　17 時 30 分～ 19 時
◆場所　生駒高原（コスモホール）
◆定員　30 人
◆参加費　１人 2,000 円（ワンドリンク付き）

共通事項
◆申込方法　電話で申し込みください
◆申込期限　１月 29 日（金曜）17 時まで
◆その他　・各コースとも定員になり次第受
付終了・終了時間は予定です・実証事業のた
め予告なく内容を変更することがあります

※本事業は観光庁「誘客多角化等のための魅力的な滞在コンテンツ造成」実証事業です

●申・問＝小林まちづくり株式会社　℡ 27-3280 営業時間（土日祝休）
8 時 30 分～ 17 時 30 分
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くらし　９月 10 日～ 10 月 9 日

　リサイクル日程　

区・組 （曜日）

区
１
月

２
月

水流迫、東方 1・2 5 2
真方１・２・３ 6 1

南西２・３、通り町 7 3
南西１の西、南西４

本町、新生町
7 3

南西１の東、
種子田

8 4

北西１・３、緑町 12 9
北西２、坂元 13 5

西町１・２・３ 14 8
永田町、後川内 21 10

南島田 14 8
仲町 21 10

細野 2・３ 22 12
南真方 22 12

細野１、南真方西 26 15
南真方東、

上町、上町西
27 16

上町中、上町東、
上町北

28 17

西堤、南堤 29 18
北堤 29 26

野尻地区
（第 3 日曜）

17 21

須木地区
（第４日曜）

24 28

　すこやかカレンダー　 　健康推進課　　℡ 2 3 - 0 3 2 3

● 育児・親子健康日程　 
種　類 月　　日 時　間 会　場

妊婦健康相談
母子健康手帳発行

毎週月曜
（祝日除く）

9：00 ～ 11：30

小
林
市
保
健
セ
ン
タ
│

赤ちゃん健康診査 1 月 21 日（木） 受付 12：30 ～ 13：15

1 歳 6 か月健康診査 2 月４日（木）   受付 12：30 ～ 13：15

３歳児健康診査 1 月 14 日（木）

キッズフロア 2 月３日（水） 9：30 ～ 11：00

もぐもぐクッキング

１月 20 日（水）

離乳初期・受付（要予約）
13：15 ～ 13：30

離乳中後期・受付（要予約）
14：30 ～ 14：45

２月３日（水）

離乳初期・受付（要予約）
13：15 ～ 13：30

離乳中後期・受付（要予約）
14：30 ～ 14：45

● にこにこ運動教室（13：30 ～ 16：00）
問：社会福祉協議会野尻支所℡ 44-1206

場　所 1 月 2 月

野尻町保健福祉センター 12 日（火）、26 日（火）、 ２日（火）、９日（火）

今月の　これは何ごみ？

生活環境課　 　℡ 23-8122
小林市清掃工場 ℡ 24-0959
須木住民生活課 ℡ 48-3132
野尻住民生活課 ℡ 44-1100

※個別に案内していますの
で詳しくは問合せください

くらし　1 月 10 日～ 2 月 9 日

●人権・行政・なやみごと相談　 市民課　℡ 23-1141

月 日 曜 種　類 会　場 時　間

1

12 火 人権・行政・なやみごと 市役所東館１階相談室

10：00 ～ 15：00

19 火 人権・なやみごと 市役所東館１階相談室

26 火 人権・なやみごと 市役所東館１階相談室

2

２ 火 人権・行政・なやみごと 須木総合ふるさとセンター

４ 木 人権・行政・なやみごと 野尻町保健福祉センター

９ 火 人権・行政・なやみごと 市役所東館１階相談室

●納付・納税・年金　　ほけん課 ℡ 23-0116　税務課 ℡ 23-0115　市民課 ℡ 23-1112

種　類 月　日 場　所 時　間 備　考

休日納付・納税相談窓口 1 月 17 日（日） ほけん課・税務課窓口 8：30 ～ 17：15 ※ 毎月第 3 日曜日

年金移動相談   ※要予約 1 月 21 日（木） 市役所本館 1 階 相談室 10：00 ～ 14：40 予約 : 都城年金事務所

※年金移動相談は、感染症予防のため休止になる場合があります。事前に都城年金事務所（℡ 0986-23-2571）に確認ください　

　農地移動申請　
場所　農業委員会事務局

時間　９：00 ～ 17：00

　　受付開始日  1 月７日（木）

　　受付締切日  1 月 14 日（木）

◆こころの電話相談

毎週月曜　20：00 ～ 22：00

●問：NPO 法人こばやしハートム

☎27-1850

◆宮崎いのちの電話（年中無休）
日・月・水・金  21：00 ～（翌朝）4：00
火・木・土　　　18：00 ～（翌朝）4：00
●問：NPO 法人宮崎いのちの電話

☎ 0570-7
ナ ヤ ミ

83-5
コ コ ロ

56

ひとりで悩まずお話しください

　その他のイベント
◆二原遺跡公園公開日
　1 月 17 日（日）
　9：30 ～ 11：30
[ 場 ] 二原遺跡公園

●わかちあいの会（自死遺族のつどい）　 小林保健所　℡ 23-3118

月　　日 会　場 時　間
1 月 28 日（木） 小林保健所 13：00 ～ 15：00

※参加希望者は事前に問合せください

愛
の
ご
寄
付

「掃除機、ラジオ・ラジカセ、
ドライヤー」（答えは左のページ）

　これは何ごみ？答え　

　『燃やさないごみ』になり
ます。リサイクル品と間違え
やすいので気を付けてくだ
さい。※掃除機のホース部
分が指定袋から出ていても
収集します。

●問＝生活環境課
　℡ 23‐8122

　日曜祝日在宅当番医（原則として 9 時から 17 時）　

※変更になる場合もありますので、各医療機関にご確認ください

　税・保険料の納付期限

市県民税　４期

国民健康保険税　７期

後期高齢者医療保険料　７期

月 日 曜 在　宅　医 電話番号　

１

10 日

池田病院 23‐3535

小林保養院 22‐2836

よしむら循環器内科クリニック 27‐3339

11 月
たなか循環器内科クリニック 23‐1115

野尻中央病院 44‐1141

17 日
上田内科 23‐3377

立山整形外科医院 22‐1717

24 日 花田耳鼻咽喉科 24‐5100

31 日 池井病院 23‐4151

２ 7 日
整形外科フレンドクリニック 22‐3132

ひろた内科クリニック 25‐0550

南な
ん
ぞ
う雑

隆た
か
お旺

（
ハ
ル　

106
）
細
野

柊ふ
き
ざ
き﨑

庄し
ょ
う
じ二

（
庄し

ょ
う
へ
い平　

90
）
南
西
方

小こ
い
そ磯
明あ

き
ら

（
と
み
子こ　

67
）
細
野

黒く
ろ
き木

妙た
え
こ子

（
哲て

つ
じ司　

64
）
堤

花は
な
ど
う堂

好よ
し
こ子

（
肱ひ

じ
お
か岡

昭あ
き　

80
）
下
田

新し
ん
た
け竹
真ま

み見
（
前ま

え
だ田
正ま

さ
ひ
ろ公 

83
）
南
西
方

山や
ま
し
た下
イ
ラ
ク
（
林は

や
し

シ
マ
エ　

100
）

三
ヶ
野
山

松ま
つ
も
と元

り
つ
子こ

（
藤ふ

じ
お雄　

76
）
南
西
方

甲か

い斐
畩け

さ
お夫

（
喜き

み

こ

美
子　

79
）
紙
屋

松ま
つ
お尾

サ
チ
（
好よ

し
ゆ
き幸　

100
）
真
方

徳と
く
な
が永
康や

す
お雄
（
尾お

つ
じ辻
ミ
ツ
エ　

100
）細

野

フェイスブック ツイッター

「よかとこ小林市」で検索

　市公式 SNS
　公式フェイスブック・公式
ツイッターでも、まちの話題
や役立つ情報を発信中。

●
一
般
寄
附

・
福
祉
の
た
め
に

　

愛
の
訪
問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ス

モ
ス
会

●
物
品
寄
付

・
日
用
品
、
食
品

　

𠮷よ
し
ま
る丸

恵け
い
こ子

・
タ
オ
ル

　

前ま
え
だ田

美み

ち

こ

智
子

・
野
菜

　

今い
ま
む
ら村

優
ま
さ
る

・
も
ち
米

　

南
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

皆
様
の
ご
芳
志
に
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す

◎
問
・
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
23
‐
３
４
６
６

令
和
２
年
11
月
末
寄
付

社
会
福
祉
事
業
寄
付
者（
敬
称
略
）

●
忌
明
寄
付

氏
名
（
亡
く
な
ら
れ
た
方
・
年
齢
）

※納期限は２月１日（月曜）です。

　　受付開始日　２月３日（水）

　　受付締切日　２月９日（火）

１
月

２
月

●
問
・
社
会
福
祉
協
議
会　

℡
23
‐
３
４
６
６

訂正

先
月
掲
載
の
令
和
２
年
10
月
末
寄
附
の
「
忌
明
寄
付
」
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

正　

西に
し
や
ま山

ミ
ツ
ヨ
（
兒こ

じ
ま島

マ
ツ
エ　

98
）　

三
ケ
野
山

●健康相談
「健診結果が気になる」「食事のことが知りたい」「どんな運動をすればいいか」など、
健康について気になることを気軽に相談ください。

月 日 曜 種　類 会　場 時　間

健康相談 小林市保健センター 8：30 ～ 17：15

１
14 木

まちの保健室 TENAMU ビル２階
交流スペース 13：30 ～ 15：30

28 木

－ まちかど健康相談

平日（祝日除く）

感染症予防のため休止
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教育委員会

■スポーツ振興課℡ 22-7911　■社会教育課 ℡ 22-7912

　

小
林
市
の
文
化
財
の
中
で
地
域

の
人
々
に
最
も
根
付
き
親
し
み
の

あ
る
も
の
と
い
え
ば
田
の
神
さ
ぁ

で
す
が
、
そ
の
田
の
神
に
は
「
お

っ
と
い
た
の
か
ん
」
と
い
う
風
習

が
あ
り
ま
す
。「
お
っ
と
い
」
と

は
盗
む
の
意
味
で
あ
り
、
不
作
で

困
っ
た
地
区
の
人
が
豊
作
で
あ
っ

た
地
区
の
田
の
神
像
を
夜
中
の
う

ち
に
盗
み
出
し
、
自
分
の
地
区
に

祀
る
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
風

習
は
単
な
る
泥
棒
の
話
し
で
は
な

く
、『
こ
ま
っ
た
時
は
お
互
い
様
』

の
精
神
が
昔
か
ら
こ
の
土
地
に
根

付
い
て
い
る
す
て
き
な
風
習
で

す
。
そ
ん
な
ユ
ー
モ
ア
と
優
し
さ

が
あ
ふ
れ
る
風
習
を
紙
芝
居
に
し

て
市
立
図
書
館
や
社
会
教
育
課
で

貸
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
農
畜
産
物
の
消
費
が
減

少
し
て
い
る
状
況
を
受
け
、
県

内
の
公
立
学
校
で
県
産
食
材
を

給
食
で
提
供
す
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
市
内
の
小
・

中
学
校
で
も
、
９
月
以
降
、
宮

崎
牛
を
使
っ
た
ビ
ー
フ
シ
チ
ュ

ー
や
ビ
ビ
ン
バ
、
み
や
ざ
き
地

頭
鶏
を
使
っ
た
親
子
丼
や
鶏
の

照
り
焼
き
丼
、
デ
ザ
ー
ト
で
は

マ
ン
ゴ
ー
や
ブ
ド
ウ
な
ど
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
際
に

は
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
や
下
敷

き
な
ど
の
啓
発
グ
ッ
ズ
を
配
付

し
た
り
、
校
内
放
送
で
食
材
の

魅
力
や
作
り
方
・
育
て
方
を
紹

介
し
た
り
す
る
な
ど
し
て
、
子

ど
も
た
ち
は
地
元
産
の
食
材
に

つ
い
て
の
理
解
も
深
め
て
い
ま

す
。
県
産
食
材
を
利
用
し
た
給

食
提
供
は
来
年
３
月
ま
で
、
月

に
１
～
２
回
程
度
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

地
元
農
畜
産
物
を
食
べ
て
学
ぶ

「
お
っ
と
い
た
の
か
ん
」

■企画政策課 ℡ 23-0456

このコーナーでは、市内８地区で設立された
「きずな協働体」の活動やイベント情報を紹介します！

きずな協働体通信

　

す
き
む
ら
づ
く
り
協
議
会
と

す
き
ブ
ラ
ン
ド
協
議
会
が
連
携

し
、
須
木
の
特
産
物
で
あ
る
栗
、

柚
子
の
ブ
ラ
ン
ド
商
品
を
組
み

合
わ
せ
た
「
す
き
ブ
ラ
ン
ド
ギ

フ
ト
セ
ッ
ト
」
の
販
売
を
行
い

ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、

イ
ベ
ン
ト
開
催
や
物
産
販
売
な

ど
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
を
受

け
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
を

中
心
に
し
た
、
ギ
フ
ト
販
売
を

展
開
し
、
所
得
の
安
定
化
や
販

路
拡
大
を
図
っ
て
い
く
も
の
で

す
。　

今
後
も
須
木
地
域
一
体

と
な
っ
て
、
自
主
的
で
活
気
あ

ふ
れ
る
持
続
可
能
な
「
す
き
」

を
目
指
し
た
地
域
づ
く
り
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

「すきブランドギフトセット」販売開始！
すきむらづくり

協議会

永久津
いきいき協議会

　

輝
け
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
じ
り

で
は
、
野
尻
地
区
内
の
保
育
園

や
小
・
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち

を
中
心
と
し
た
笑
顔
い
っ
ぱ
い

の
写
真
、
野
尻
自
慢
の
マ
ン
ゴ

ー
や
メ
ロ
ン
、
歴
史
的
遺
産
の

石
窟
仏
等
を
掲
載
し
た
「
の
じ

り
笑
顔
・
元
気
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
ま
で
は
一
部
３
０
０

円
で
販
売
し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
の
カ
レ
ン
ダ
ー
事
業

の
益
金
を
活
用
し
、
本
年
度
は

野
尻
地
区
の
皆
様
の
ま
ち
づ
く

り
活
動
に
対
す
る
ご
協
力
に
感

謝
し
て
、
野
尻
地
区
内
の
組
加

入
世
帯
に
無
料
で
配
布
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
元
気
い
っ
ぱ

い
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。子どもたちの笑顔がいっぱいのカレンダー

令和３年のカレンダーを作成しました！

　
「
小
林
市
Ｎ
Ｐ
Ｏ
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
創
造
事
業
補
助
制
度
」

を
活
用
し
、『
第
１
回
永
久
津
い

き
い
き
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
』

を
10
月
10
日
（
日
曜
）
に
開
催
。

最
高
の
青
空
の
も
と
、
地
域
の

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
総

勢
２
０
０
人
が
参
加
し
、
中
間

地
点
の
坂
下
梨
園
団
地
で
は
生

産
者
か
ら
こ
れ
ま
で
の
苦
労
、

こ
れ
か
ら
の
夢
な
ど
を
お
聞
き

し
な
が
ら
、
大
き
く
実
っ
た
自

慢
の
梨
を
収
穫
体
験
し
ま
し
た
。

到
着
後
は
「
母
ち
ゃ
ん
の
会
」

手
作
り
の
特
製
梨
入
り
カ
レ
ー

を
み
ん
な
で
食
べ
な
が
ら
語
ら

い
心
地
よ
い
風
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
世
代
間
交
流

や
地
域
の
魅
力
の
再
発
見
に
つ

な
が
る
有
意
義
な
イ
ベ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。

第１回永久津いきいきウオーキング大会を開催

須木の魅力がたっぷり詰まったギフトセット

輝け

フロンティアのじり

　

市
公
式
Ｙユ

ー

チ

ュ

ー

ブ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ

ャ
ン
ネ
ル
に
、
小
林
市
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
と
こ
す
モ
～
が
出

演
す
る
、「
１
１
３
０
体
操
」

の
解
説
付
き
動
画
が
公
開
し
て

い
ま
す
。

　

最
近
運
動
不
足
だ
と
感
じ
て

い
る
人
や
運
動
し
た
い
け
ど
時

間
が
な
い
人
な
ど
は
、
ぜ
ひ
動

画
を
見
な
が
ら
体
操
を
し
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
？

　

宮
崎
県
で
は
、「
１
週
間
に
、

１
回
以
上
、
30
分
以
上
は
運

動
・
ス
ポ
ー
ツ
を
し
よ
う
」
を

合
い
言
葉
に
取
り
組
む
「
み
ん

な
が
ス
ポ
ー
ツ
１
１
３
０
県
民

運
動
」
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。

「
１
１
３
０
体
操
」
は
、
運
動

を
し
た
い
け
ど
時
間
が
な
い
と

い
う
皆
さ
ん
の
た
め
に
考
案
さ

れ
た
県
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
体
操
で

す
。

１デザートで提供されたマンゴー
２宮崎牛のビビンバ　３地頭鶏の照り焼き丼

小
林
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
活
動
紹
介

職場や学校で運動を！
出前講座を受付中

　小林市スポーツ推進委員協議会で
は、運動のきっかけづくりをお手伝
いします。講師の派遣依頼をいただ
ければ、高齢者学級や家庭教育学級
などに伺い、さまざまな希望に合わ
せて、スポーツ講座を開催します。
事業所のレクレーションなどでも活
動できますので、ご活用ください！
●問＝スポーツ振興課　22 － 7911

自
宅
で
体
操
し
ま
せ
ん
か
？

動画は左の
QR コード
からアクセ
スできます

宮
崎
牛
や
マ
ン
ゴ
ー
な
ど
が
給
食
に
登
場

１

２３
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BOOKS
図書今月のおすすめ図書

休館と開館時間

小林市立図書館
問＝℡ 22-7913

画：友安よーいち
第 77 話「抱負とは？」

～児童書～

『子ウシをすくった母ウシ』
文：谷　真介

絵：赤坂　三好
発行：佼成出版社

【本館】毎週月曜は休館
◆開館時間　9 時～ 19 時
※日曜と祝日は 17 時まで

　表紙は「地域を元気にしたい」と
思う人たちが集まり、数十年ぶりに
復活した獅子舞です。疫病を払うと
される獅子舞に、コロナの早期終息
を願いながら撮影しました。（佐藤）

【須木分館・野尻分館】毎週月曜と祝日は休館
◆開館時間　須木：９時～ 17 時
野尻：10 時～ 18 時 30 分 ※日曜は 17 時まで

冬
近
し
柱
の
中
の
風
の
音　
（
小
林
合
歓
の
会　

尾
辻
和
子
）

異
次
元
へ
迷
い
こ
み
た
り
芒
原　
（
小
林
合
歓
の
会　

大
坪
由
美
子
）

目
覚
し
を
何
度
も
切
る
や
今
朝
の
冬　
（
小
林
合
歓
の
会　

小
村
明
子
）

日
向
ぼ
こ
話
相
手
の
小
犬
か
な　
（
小
林
合
歓
の
会　

本
田
澄
子
）

浮
き
立
ち
し
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
ト
ラ
ベ
ル
秋
ざ
く
ら　
（
小
林
合
歓
の
会　

谷
之
木
み
ち
え
）

人
形
に
お
し
ゃ
れ
マ
ス
ク
や
児
の
憂
い　
（
小
林
合
歓
の
会　

藤
林
伸
岳
）

脳
ト
レ
で
認
知
症
予
防
に
こ
こ
ろ
が
け　
（
前
田
貢
男
）

つ
ぼ
み
持
つ
椿
の
中
に
す
っ
く
と
伸
び
て
こ
う
て
い
ダ
リ
ヤ
の
日
毎
咲
き
つ
ぐ　
（
宮
窪
房
子
）

ひ
ね
も
す
を
炬
燵
の
中
に
過
ご
す
日
に
友
の
便
り
来
至
福
な
り
け
り　
（
前
満
英
子
）

久
方
の
夫
の
実
家
行
き
な
つ
か
し
き
一
人
居
の
儀
妹
山
畑
守
る　
（
木
佐
貫
ヒ
サ
エ
）

掃
き
寄
せ
し
枯
れ
葉
の
中
に
あ
ど
け
な
き
幼
の
手
に
似
た
紅も

み

じ葉
ひ
と
ひ
ら　
（
三
國
キ
ミ
子
）

親
も
子
も
分
担
掃
除
ほ
め
合
っ
て
門
松
た
て
た
昭
和
遠
き
（
武
ナ
ミ
子
）

心の花びら

★新刊本の入荷は毎週土曜

毎月１日は館内整理日のため全館（本館・須木・野尻）休館

＜編集後記＞

～一般書～

『振袖の華やか
帯結び 250 選』

監修：山野愛子ジェーン、
安田　多賀子

発行：世界文化社

今
年
の
抱
負
は

食
べ
過
ぎ
な
い

こ
と
だ
モ
～

2021年 元旦

ほ
ー

そ
ん
な
ら
、
帰
り
は

誘
惑
が
多
い
で
、

気
を
つ
け
ん
な
い
か
ん
ど

こ
す
モ
～
？

・
・
・
・
・

SUKU
　SUKU

いつも笑顔にしてくれてありが
とう。絢人くんは家族みんなの
宝物です。いっぱい食べて遊ん
で大きくなあれ！
父：健央　母：真璃

令和 2 年３月 17 日生
川
か わ そ え

添 絢
あ や と

人 くん

【申・問】・地方創生課
mail　info@city.kobayashi.lg.jp

すくすく

すくすく募集中！

　図書館本館・分館の蔵書
約 18 万冊の資料確認（蔵
書点検）を行うため、次の
日程が休館となります。

【本館】
２月１日～ 10 日

【須木分館・野尻分館】
２月１日～ 11 日

特別整理による休館

年末年始の休館　12 月 28 日（月曜）～１月５日（火曜）

　必要事項をメールでお送
りください。
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　現在、全国各地で高病原性鳥インフルエンザが発生しています。
　12 月１日、日向市で高病原性鳥インフルエンザ（１例目）が発生し、12 月２日には都農町（２例目）、
12 月３日と 12 月７日には都城（３例目、４例目）で発生。12 月８日には本市でも発生が確認されました。

市内で高病原性鳥インフルエンザが発生しました

　鳥インフルエンザの原因となるＡ型インフル
エンザウイルスの自然宿主は、野生の水きん（カ
モ）類です。
　この野生のカモ由来のウイルスが家きん（飼
育している鳥）の間で感染を繰り返すうちに、
鶏に対して高い病原性を示すウイルスに変異し
た場合に高病原性と表現します。

　鳥インフルエンザウイルスは、通常、ヒトに
感染することはありません。
　また、これまで鶏肉や鶏卵を食べることに
よってヒトに感染したという事例の報告はあり
ません。

　鳥インフルエンザのなかでも、鶏が感染した
場合に高率で死亡してしまうようなものを高病
原性鳥インフルエンザといいます。

高病原性鳥インフルエンザとはなんですかＱ

健康状態を毎日観察し、飼育小屋やその周辺を清潔
に保つ
世話をするときは専用の履物を用意し、飼育小屋へ
出入りするときは履き替える
世話をした後は、しっかりと手を洗う

飼育小屋の中で飼育し、金網や防鳥ネットを張る
エサや水は飼育小屋の中に置き、エサが飼育小屋の
外に散乱しないようにする

Pick Up Report

　続けて死亡するなど、愛玩鶏に異常が見られた場合は、
下記へ連絡ください。

都城家畜保健衛生所 ☎ 0986‐62‐5151
都城家畜保健衛生所小林駐在所 ☎ 0984‐22‐7011

12 月８日に市内で高病原性鳥インフルエンザの発生を確認
同日、関係機関が連携して防疫措置を実施

鳥インフルエンザってなに？

日常の飼育管理を徹底しましょう

野鳥などと接触させない

　市内の農場で飼養鶏の死亡羽数が増加したことを受
けて、15 時 40 分に都城家畜保健衛生所が簡易検査を
実施。検査の結果、18 時にＡ型インフルエンザの陽
性を確認しました。

12 月７日（月曜）

　５時に宮崎家畜保健衛生所がＰＣＲ検査を実施した
結果、Ｈ５亜型（Ａ型インフルエンザの亜型のひとつ）
の遺伝子を確認。結果を農林水産省に送付したところ、
同日６時に高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜であ
ることが確認されました。（県内５例目）
　８時から、国・県・市職員やＪＡグループ、自衛隊、
畜産団体、小林地区建設業協会が国の指針に基づいた
飼養鶏の殺処分などの防疫措置を開始。
　21 時には必要な防疫措置の全てを完了しました。

12 月８日（火曜）

愛玩鶏を飼育している皆さんへ
鳥インフルエンザを発生させないために

ヒトにも感染するのですかＱ
連絡先

①防護服などを着用する作
業員、②消毒ポイントでの
消毒作業（岩瀬橋）、③埋
却は重機で実施

①

②

③

①
②

１

３

２

　東方の木浦木に行って日の出を撮
影しました。少し雲がかかっていま
したが綺麗に撮影できました。昇る
朝日のように、今年が素晴らしい年
になってほしいと思います。（前原）
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「
最
速
で
Ｋ-

１
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
に
な
る
」。

　

そ
う
宣
言
す
る
の
は
、
小
林

市
出
身
の
Ｋ-

１
フ
ァ
イ
タ

ー
寺て

ら
だ田

匠た
く
みさ

ん
19
歳
。

　

幼
少
の
こ
ろ
か
ら
父
が
経
営

す
る
空
手
道
場
で
練
習
を
積

み
、
空
手
だ
け
で
な
く
キ
ッ
ク

ボ
ク
シ
ン
グ
の
腕
も
磨
い
て
き

た
。
た
だ
、「
強
さ
に
自
信
は

あ
っ
た
が
目
標
が
な
か
っ
た
。

趣
味
と
し
て
や
っ
て
い
た
だ
け

で
し
た
」
と
話
す
寺
田
さ
ん
。

　

一
昨
年
の
10
月
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
格
闘
技
番
組
の
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
に
参
加
し
た
こ
と

が
転
機
と
な
っ
た
。

　

空
手
で
鍛
え
た
両
脚
の
蹴
り

を
武
器
に
め
き
め
き
頭
角
を
現

し
、
日
本
有
数
の
規
模
を
誇
る

Ｋ-

１
ジ
ム
か
ら
ス
カ
ウ
ト

さ
れ
、
昨
年
４
月
に
フ
ェ
ザ
ー

級
（-

57
・
５
㌕
級
）
で
プ

ロ
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
。

　
「
怖
い
と
い
う
気
持
ち
は
な

か
っ
た
で
す
。
ジ
ム
で
の
ス
パ

ー
リ
ン
グ
や
練
習
の
中
で
も
、

周
囲
と
比
べ
て
劣
っ
て
い
な
い

と
い
う
自
信
が
あ
り
ま
し
た
」。

　

デ
ビ
ュ
ー
戦
で
は
相
手
を
圧

倒
し
て
の
判
定
勝
ち
だ
っ
た

が
、「
Ｋ
Ｏ
で
き
る
と
思
っ
て

い
た
の
で
、
勝
っ
た
け
ど
悔
し

か
っ
た
」
と
寺
田
さ
ん
。

　
「
プ
ロ
の
世
界
は
甘
く
な
い

と
感
じ
た
」
と
話
す
が
、
昨
年

11
月
に
行
わ
れ
た
プ
ロ
第
２
戦

で
は
、
１
Ｒ

ラ
ウ
ン
ドで

Ｋ
Ｏ
勝
ち
を
果

た
し
、
そ
の
実
力
を
示
し
た
。

　

現
在
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ん

で
第
３
戦
を
待
つ
寺
田
さ
ん
。

　
「
自
分
が
ど
こ
ま
で
通
用
す

る
の
か
楽
し
み
。
も
っ
と
強
い

選
手
と
闘
っ
て
み
た
い
」
と
、

次
の
舞
台
を
見
据
え
て
い
る
。

　
「
兄
が
オ
ラ
ン
ダ
で
プ
ロ
と

し
て
活
躍
し
て
い
る
姿
を
見

て
、
自
分
も
プ
ロ
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
し
た
」。

　

プ
ロ
の
世
界
へ
挑
戦
す
る
決

め
手
は
、
オ
ラ
ン
ダ
で
プ
ロ
格

闘
家
と
し
て
活
躍
す
る
兄
耐た

い

さ

ん
の
存
在
だ
っ
た
。

　

幼
い
頃
か
ら
励
ま
し
合
っ
て

厳
し
い
練
習
を
乗
り
越
え
て
き

た
兄
と
の
絆
は
、
ど
ん
な
兄
弟

に
も
負
け
な
い
と
寺
田
さ
ん
。

　
「
兄
弟
だ
と
名
前
を
憶
え
て

も
ら
い
や
す
い
ん
で
す
。
自
分

は
日
本
で
、
兄
は
オ
ラ
ン
ダ
で

お
互
い
が
活
躍
す
れ
ば
、
一
緒

に
有
名
に
な
っ
て
い
け
る
。
い

つ
か
寺
田
兄
弟
と
し
て
有
名
に

な
り
た
い
」
と
夢
を
語
る
。

　
「
試
合
中
は
観
客
が
リ
ン
グ

上
の
選
手
だ
け
を
見
て
く
れ

る
。
そ
れ
が
気
持
ち
い
い
」
と

Ｋ-

１
の
面
白
さ
を
話
す
寺

田
さ
ん
。
辛
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
日
々
が
続
く
が
、
そ
れ
で
も

や
め
た
い
と
思
う
こ
と
は
な
い

と
断
言
す
る
。

　
「
や
め
る
こ
と
で
応
援
し
て

く
れ
る
た
く
さ
ん
の
人
を
裏
切

る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
だ

か
ら
こ
の
道
を
行
く
し
か
な

い
。
や
め
た
い
と
い
う
思
考
に

は
な
り
ま
せ
ん
」。

　

昨
年
11
月
に
は
「
こ
ば
や
し 

Ｐ
Ｒ
大
使
」
に
就
任
し
、
今
後

は
試
合
で
勝
利
を
重
ね
る
こ
と

で
ふ
る
さ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き

た
い
と
意
気
込
む
。

　
「
Ｋ-

１
は
自
分
で
努
力
し

て
鍛
え
た
肉
体
を
使
っ
て
闘
う

格
闘
技
。
試
合
で
本
人
の
努
力

の
積
み
重
ね
が
見
え
て
く
る
と

こ
ろ
が
面
白
い
。
そ
こ
を
市
民

の
皆
さ
ん
に
も
見
て
も
ら
え
た

ら
」。

　

最
速
で
Ｋ-

１
界
の
頂
点

へ
、
若
き
格
闘
家
の
挑
戦
は
始

ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

空
手
で
鍛
え
た
蹴
り
を
武
器
に

最
速
で
Ｋ
‐
１
王
者
へ

Vol. 103
こばやしびと

兄
弟
で
高
み
を
目
指
す

若
き
格
闘
家
の
挑
戦

▲２歳年上の兄の耐
た い

さん（写真左）は、3 年前
に単身キックボクシングが盛んなオランダへと
渡り、現在はプロ格闘家として活躍している

▲ 11 月 3 日に行われたプロ２戦目の様子。相
手を圧倒し、１R

ラウンド

２分６秒で KO 勝ちを決めた

最
速
で

王
者
へ
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寺
て ら だ

田  匠
たくみ
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暖房機器お見積り無料！

エアコン清掃も受付中

エアコン工事販売・修理、ボイラー・厨房機器販売

有限会社　安藤冷凍設備
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